
これが、有馬温泉駅クリスタルビル

蕊
恩

蕊蕊型難

蕊興鎚雛世

去
る
如
月
剖
鳳
。
こ
の
日
の
有
馬
ｌ
と

り
わ
け
神
戸
電
鉄
有
馬
温
泉
駅
界
隈
は
、
い

つ
に
も
増
し
て
の
人
出
で
大
賑
わ
い
で
あ
っ

た
。そ

れ
も
そ
の
は
ず
、
超
モ
ダ
ン
な
神
鉄
駅

ビ
ル
が
完
成
、
こ
の
日
華
々
し
く
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

駅
ビ
ル
の
名
は
、
そ
の
名
も
「
有
馬
ク
リ
ス

タ
ル
ピ
ル
」
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
２
階

建
。
外
壁
が
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
と
タ
イ
ル
張
り

で
で
き
て
お
り
、
ホ
ワ
イ
ト
＆
ブ
ル
ー
の
ベ

ー
ス
カ
ラ
ー
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
赤
が
粋
な
大

変
近
代
的
な
ピ
ル
で
あ
る
。
１
階
は
改
札
口

と
コ
ン
コ
ー
ス
の
駅
施
設
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
発
着
場
、
タ
ク
シ
ー
の
り
ば
も
併
設
し
て

あ
り
、
利
便
性
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る

２
階
は
、
今
回
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
、

〃
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
〃
と
名
付
け
ら
れ
、

〃
や
す
ら
ぎ
の
空
間
″
を
テ
ー
マ
に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
茶
室
、
喫
茶
が
設
け
ら
れ
、
有
馬
温

泉
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
、
機
能
と
遊
空

間
が
見
事
に
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し
て
い
る
駅
ビ

ル
で
あ
る
。

当
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

厳
か
に
神
事
で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
中
央
コ

ン
コ
ー
ス
に
て
、
中
田
大
三
㈱
神
戸
電
鉄
社

長
の
挨
拶
に
続
き
同
日
、
１
日
駅
長
を
務
め

謀計
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湯
け
む
り
見
聞
録
其
ノ
参

一
一
ユ
ー
フ
エ
イ
ス

燦
然
と
輝
く
新
顔

有
馬
温
泉
駅
ク
リ
ス
タ

｜
ル
ビ
ル
オ
ー
プ
ン

静寂さにつつまれた

銀水荘

別館陵楓閣古象風

くつろぎの宿

有馬の歴史を語り続ける｢ いで湯の宿」自然の恵みを
湯けむりに伝える

政府迂錐国際製光旅館 ｕｐ １
１３８
１

国際観光旅館 別館楽山

鰯議謹琴
湯の街
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■

駕壊譲議蕊

賓馬ヘルズセンヮー
ＴＥＬ.(078)904-2291

;織謬§ 醗吋

篭

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれまで
有勇がランドホテヵレ

ＴＥＬ(078)904-0181

宝樹１日駅長もニッコリ オープニング・テープカット

る
宝
塚
歌
劇
団
花
組
宝
樹
芽
里
さ
ん
へ
同
氏

よ
り
辞
令
交
付
。
そ
し
て
同
社
長
、
谷
神
戸

市
北
区
長
、
金
井
有
馬
温
泉
観
光
協
会
会

長
、
西
村
有
馬
興
業
社
長
、
１
口
駅
長
ら
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

清
楚
可
憐
な
宝
樹
１
日
駅
長
は
、
多
く
の

フ
ァ
ン
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
列
車
出
発
監

視
、
駅
舎
内
の
当
務
者
点
呼
、
券
売
機
・
改

札
機
付
近
巡
視
、
列
車
出
発
監
視
、
電
車
内

巡
視
と
駅
長
任
務
を
優
雅
に
遂
行
、
そ
の
後

の
サ
イ
ン
会
も
大
雄
況
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
２
階
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
は
、

全
国
で
も
珍
し
い
と
い
わ
れ
る
駅
ビ
ル
内
に

あ
る
茶
室
「
有
大
庵
」
の
茶
室
披
き
が
裏
千

家
名
誉
教
授
山
藤
宗
山
氏
を
招
い
て
、
階
下

の
賑
わ
い
と
は
、
う
っ
て
か
わ
っ
て
の
厳
粛

さ
で
、
と
り
行
わ
れ
た
。
山
藤
氏
は
ｎ
月
２

・
３
日
の
恒
例
有
馬
の
大
茶
会
の
供
茶
式
も

御
奉
仕
さ
れ
た
。

こ
の
茶
室
は
、
今
後
、
一
般
公
開
さ
れ
、

神
鉄
に
申
込
め
ば
誰
で
も
こ
の
「
有
大
庵
」

で
お
茶
会
の
席
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
そ
う

だ
。
同
じ
フ
ロ
ア
に
は
和
風
喫
茶
「
有
明
」

が
あ
り
、
こ
こ
で
は
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
い

観
光
客
が
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲

気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。

従
来
の
有
馬
温
泉
駅
は
、
そ
の
古
風
な
件

い
故
に
、
風
格
は
あ
っ
た
も
の
の
、
単
な
る

駅
舎
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
有
馬
の
表
玄

関
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
こ
と
が
、
多
方
面

か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
〃
有

馬
観
光
″
へ
の
今
後
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
期
待

さ
れ
よ
う
。
紅
く
色
づ
く
有
馬
の
湯
の
里
、

今
年
は
少
し
モ
ダ
ン
な
風
が
吹
い
て
い
る
。

ＴＥＬ(078)904-0701㈹

欽山は典雅な
日本風の館です

回際観光旅館

簿敏山
全

139

雅ただようくつろぎの館

､や．鍵認続
ＴＥＬ(078)904-0781

敷地内から湧きでる
日本簸古の温泉画有馬温泉時

阪急ホテルチェーン

伺嬬トー: - Ｌ－ホデル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と流芸と遊技鳩

結婚式場を完備しています

鐙伝統と構式を誇・
冬清
I 詞陽闇
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹
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へ一

＊

今

■

コウベもファッション･ ソサエティ

ＲSjii瀞i;雛鯖撫…蕊一
●1 1 月のマンスリーサロン

楽しく人生を送る為に音楽はある。
講師匿田均氏く株式会社ジー ペﾂ ｸ ･代表取締役〉

瞥
庚田均氏

１１月のマンスリーは、ポートアイラ
ンドのファッションタウン内にある、
株式会社ジーベック･ 代表取締役匿
田均氏の講演。
初めに、同社の多目的ホールである
“ジーベックホール”を見学。最新の
設備に驚きの声もあがった。その後、
同社が建設され、完成するまでの過程
を描いた‘‘フィーチャリング・ジーベ
ック”を観賞。家庭のステレオでは味
わえない、ダイナミックなサウンドと
音を楽しんだ。
庚田氏には、「音について感じるこ
と」を中心に、同社の目指す方向性を
語っていただいた。

「音、すなわち音楽は、人間の悲し
みや疲れをやわらげ、ストレスを発散
させる効果をもっています。ビジネス
もそうですが、人生そのものを楽しく
過すことが人間が生まれてきた目的で
はないでしょうか。それを支えるのが
音楽の本来の姿です。私共は、そうい
った音楽に関係する為、サラリーマン
的な仕事以外が大部分を占め、残業も

素晴らしい設備

多いのですが、皆、生き生きとしてい
ます。そういった中で現在の、ファッ
ショナブルなイメージを、音、照明、
映像をつかいクリエイティブ環境音楽
をつくっていいきたいと思ってます。

私は、都市計画もひとつのクリエイ
ティブなファッションであると思って
ます｡ そういうものに対し音の分野で、
たずさわっていきたいと思ってます。
それと､ 今､ 音楽でもファッションでも
東京へ行かなければいけないという風
潮がありますが、これだけ環境に恵ま
れた神戸ですから、自信をもってば神
戸だったらできると言われるように、
がんばっていただきたいですね｡ 」

●1 1 月2 5 日（土) 、Ｋ・ＥＳ, １５周年を
記念して、西田勤氏（桂文珍）を迎え
て開催したパーティは大盛況のうち無
事、終了いたしました。今後とも、よ
ろしくお願い致します。

賑やかに盛り上ったパーティ
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作
風
に
賛
嘆
し
て
い
た
。

村
功
、
初
田
寿
、
両
氏
を
は
じ

一層豪華になった角の坊玄関ロビーで（右）望月美佐さん

凸

会
員
が
訂
名
。
家
庭
と
職
業
人
沖
縄
へ
の
旅
を
前
に
、
女
流

張
っ
て
イ
ズ
ム
を
伝
え
、
今
、
有
馬
〃
角
の
坊
″
ロ
ビ
ー
に

車
（
カ
ペ
ラ
。

議
会
に
、
自
動

市
社
会
福
祉
協

協
議
会
と
神
戸

庫
県
社
会
福
祉

会
長
は
「
チ
ャ

ら
、
神
戸
と
い
う
明
る
い
土
地
馬
温
泉
〃
角
の
坊
〃
（
下
浦
社

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
書
家
の
望
月
美
佐
さ
ん
が
、
有
一
嬢
騨
《

を
寄
贈
。
瀬
戸

バ
ン
）
各
一
台

凸

ｌ
タ
ー
メ
ン
バ
ー
過
名
が
、
頑
☆
店
が
繁
盛
す
る
美
佐
の
害

今
回
は
、
兵

寄贈車を前にメンバーのみなさん

デ

駕
岬

１
１４１
１

､，鳶

鞠
民
文
化
振
興
財
団
か
ら
弓
倉
恒

品
は
、
民
族
性
が
力
強
く
描
れ

が
飲
い
個
展
開
催
を
祝
っ
た
。

秀
作
家
金
明
姫
氏
、
画
家
の
西

男
専
務
理
事
、
元
町
画
廊
主
宰

長
）
で
行
わ
れ
た
。

て
お
り
、
関
係
者
は
、
同
氏
の

め
と
し
た
芸
術
関
係
者
約
釦
名

で
表
現
し
た
モ
ン
テ
ス
氏
の
作

の
佐
藤
廉
氏
の
他
、
韓
国
の
閏

テ
ィ
ー
に
は
、
後
援
の
神
戸
市

祖
国
の
風
土
を
独
特
の
色
彩

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー

☆
神
戸
の
一
栄
い
か
ら

訂亨賢坤R 識神戸
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○
エ
望
め
『
ヨ
ア
の
・
目

☆
聖
夜
へ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に

エ
ス
コ
ー
ト
。

１
年
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
特
別

な
夜
、
ク
リ
ス
マ
ス
。

ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
・
南
館

４
Ｆ
の
テ
ラ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン

「
レ
ヴ
ァ
ン
テ
」
で
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
に
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
過

す
ひ
と
と
き
。
極
上
の
神
戸

牛
、
オ
マ
ー
ル
海
老
な
ど
賛
を

尽
し
た
料
理
が
素
敵
な
思
い
出

を
胸
に
刻
む
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
に
浮
ぶ
チ
ャ
ペ
ル
を
な
が

１
１４２
１

▲

ラストを飾る夜

岨
月
塑
（
金
）
に
は
布
施
明
さ
ん

の
大
人
の
ラ
ブ
ソ
ン
グ
が
響
く

ス
テ
ｉ
ジ
（
￥
３
２
，
０
０
０
）

が
楽
し
め
る
。

カ
ッ
プ
ル
だ
け
の
テ
ー
ブ

ル
、
グ
ル
ー
プ
で
華
や
ぐ
テ
ー

ブ
ル
、
好
み
に
合
わ
せ
た
セ
レ

ク
ト
が
で
き
る
が
嬉
し
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
宿
泊
プ
ラ
ン

（
お
一
人
様
￥
１
１
，
０
０
０

円
）
も
あ
り
、
と
び
き
り
賛
沢

な
夜
が
過
せ
る
。

■
予
約
・
問
い
合
せ
先
客
皿
１

１
１
２
１
側

○
エ
雪
②
『
ニ
ア
切
・
目

☆
魅
惑
の
夜

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
で
岨
月
幻
日
（
木
）
に
小
柳
ル

ミ
子
さ
ん
の
華
麗
な
歌
と
踊
り

の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
（
お
一
人

様
￥
３
０
，
０
０
０
円
）
を
、

｢ はふれ－ぬ」

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ
｡

神戸百店会だより

ｚ
、
三
『
伽

☆
手
軽
に
ど
こ
で
も
、
あ
つ
あ

っ
出
来
た
て
の
酒
ま
ん
。

お
菓
子
の
老
舗
〃
菊
水
総
本

店
″
か
ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
蒸
し
た
て
の
味
が
楽
し
め
る

酒
ま
ん
じ
ゅ
う
が
登
場
し
た
。

秘
密
は
容
器
か
ら
延
び
た
白

バラードを共に

三
ｍ
三
一
②

☆
ソ
フ
ト
な
口
あ
た
り
の
オ
シ

ャ
レ
な
新
製
品

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
で
お
な
じ

み
の
洋
菓
子
の
ヒ
ロ
タ
。
今
年

で
如
周
年
を
迎
え
、
本
物
の
お

い
し
さ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

な
シ
ョ
ッ
プ
を
目
指
し
、
社
名

を
〃
ザ
・
ヒ
ロ
タ
″
に
、
素
敵

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
〃
ザ
・
ヒ
ロ

タ
″
で
は
皿
月
か
ら
ソ
フ
ト
な

ケ
ー
キ
「
ぱ
ふ
れ
’
ぬ
」
を
全

国
で
発
売
。
甘
党
の
女
の
子
た

ち
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
ぱ
ふ
れ
－
ぬ
」
は
オ
レ
ン

ジ
カ
ス
カ
ー
ド
を
ス
チ
ー
ム
パ

フ
で
包
み
こ
ん
だ
楕
円
形
の
可

■

い
ヒ
モ
。
平
ら
な
場
所
に
容
器

を
水
平
に
置
き
、
ヒ
モ
を
引
っ

ぱ
る
と
た
ち
ま
ち
モ
ク
モ
ク
と

蒸
気
が
出
て
、
ほ
ん
の
４
１
５

分
も
待
て
ば
ま
る
で
蒸
寵
で
蒸

し
た
様
な
あ
つ
あ
つ
の
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
が
、
屋
外
で
も
味
わ
え

る
。
神
戸
の
お
菓
子
と
し
て
は

初
の
試
み
。

ス
キ
ー
等
冬
の
旅
行
の
お
伴

に
ピ
ッ
タ
リ
。

お
値
段
は
１
ケ
ー
ス
９
個
入

り
で
１
，
０
０
０
円
（
消
費
税

別
）
で
現
在
新
神
戸
駅
と
、
そ

の
他
支
店
に
て
販
売
中
。
そ
の

他
詳
し
い
お
問
合
せ
は
恋
捌
ｌ

Ｏ
７
７
２
菊
水
総
本
店
ま
で
。

鍵

め
な
が
ら
、
今
宵
、
あ
な
た
と
。

●
レ
ヴ
ァ
ン
テ
の
ク
リ
ス
マ
ス

姻
月
焔
日
（
金
）
１
坊
日
（
月
）

お
一
人
様
￥
１
２
，
０
０
０

あつあつの、ホクホク

角

鰯
愛
い
い
お
菓
子
。

「
フ
ワ
ッ
」
と
し
た
口
あ
た

り
が
何
と
も
オ
シ
ャ
レ
で
、
キ

ュ
ー
ト
。

看
板
娘
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

を
押
し
の
け
る
勢
い
で
、
人
気

急
上
昇
。
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③ザ・ヒロタより
「ばふれ－ぬ」を
洋菓子のヒロタが4 0 周年を記

念して、ザ・ヒロタに生まれ変
わりました。今月号で紹介した
新商品「ぱふれ－ぬ」と、シュ
ークリームの詰め合わせセット
を読者1 0 名様にプレゼントいた
します。軽い甘さの新しいおい
しさをお楽しみ下さい。
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③ザ・ヒロタより
「ばふれ－ぬ」を
洋菓子のヒロタが4 0 周年を記

念して、ザ・ヒロタに生まれ変
わりました。今月号で紹介した
新商品「ぱふれ－ぬ」と、シュ
ークリームの詰め合わせセット
を読者1 0 名様にプレゼントいた
します。軽い甘さの新しいおい
しさをお楽しみ下さい。

〆

密
乳
塞
恥
剛
準
御
砺
伴
極
極
喰
仙

評
帝
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》

『
○
里
○
の

ロ
ァ
で
行
な
う
。
口
本
人
サ
イ
ズ

に
、
丸
善
が
特
別
オ
・
‐
グ
ー
。
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ト
、
￥
１
２
０
，

０
０
０
。

②
産
搾
鞭
米
子
処
ブ
ー
ケ
の
ク
リ
ス

マ
ス
商
品
。
シ
ニ
・
モ
ア
（
手
づ

く
り
ケ
Ｐ
・
キ
セ
ッ
ト
）
￥
３
，
５

０
０
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
・
レ
ッ
ス
ン
カ
ー
ド

付
。
グ
ー
ク
フ
ル
ー
ッ
、
￥
２
，

５
０
０
．
ホ
ワ
イ
ト
ー
メ
ロ
デ
ィ

（
フ
イ
ワ
ジ
ニ
ク
リ
ー
ム
）
￥
３
，

３
０
０
。
ジ
ョ
リ
ー
．
・
サ
ン
ク

〈
パ
タ
．
・
ク
リ
‐
‐
ム
〉
￥
２
，
８

０
０
円
。
い
ず
れ
も
予
約
は
お
早

目
に
。

い
ず
れ
も
予
約
は
お
具
‐

豊鍵難：鱗；

i難繍蕊
ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

ｖ
応
募
方
法
⑤
蕊
書
に
住
所
、
氏
名
や
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

池
１
１
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
』
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
狸
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
普
を
発
送
、
莱
普
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

ｚ
両
一
三
め

★
伝
統
と
美
を
ち
り
ば
め
た

逸
品
、
ピ
ク
ウ
ェ

く
つ
甲
を
中
心
に
女
性
に
夢

を
与
え
て
い
る
Ｌ
ａ
・
Ｐ
Ｏ
Ｍ

Ｍ
Ｅ
が
、
西
日
本
で
初
め
て

「
ピ
ク
ウ
屋
を
と
り
あ
つ
か

っ
て
い
る
。

象
牙
や
く
つ
甲
の
も
つ
深
く

な
め
ら
か
な
風
合
い
の
な
か
に

繊
細
な
紋
様
を
刻
む
金
銀
や
真

珠
が
気
品
を
満
た
す
ど
ク
ウ

ェ
。
元
々
、
焔
世
紀
末
か
ら
灯
世

紀
頃
、
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ
ー

N ピクウェ，

教
徒
に
よ
っ
て
作
り
始
め
ら
れ

た
も
の
だ
が
、
現
在
ま
で
そ
の

作
製
が
全
く
途
絶
え
て
い
た
。

装
身
具
と
し
て
美
し
く
蘇
っ
た

優
雅
さ
を
お
見
逃
し
な
く
。

ｚ
ｍ
三
扇

☆
誰
も
夢
み
る

ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト

フ
ァ
ン
シ
ー
な
ぬ
い
ぐ
る
み

や
愉
快
な
お
も
ち
ゃ
で
い
っ
ぱ

い
の
カ
メ
ヤ
。
そ
の
さ
ん
ち
か

店
が
、
賑
や
か
に
サ
ン
タ
さ
ん

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
。
大
小
、
様

々
な
サ
ン
タ
や
雪
だ
る
ま
、
赤

鼻
の
ト
ナ
カ
イ
が
、
カ
ワ
イ
ら

し
く
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

さ
ん
ち
か
の
〃
ア
リ
ス
の

樹
″
の
前
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
待
ち
合
せ
に
利
用
し
て
い
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矛

録＝卓や

ﾕ ｰ 一

れんさい競作リレー漫画、
｡

猫じゃらし ｢ アラジンと魔法のランプ」
ラッキー植松

~へ』

う
〜
む

こ
こ
は
一
番

よ
’
く
考
え

ね
ば
：
．

一
生
に
一
度
の

チ
ャ
ン
ス
だ

か
ら
な

〆、

働
き
者
が

い
ま
し
た

昔
々
あ
る
所
に

ア
ラ
ジ
ン
と
い
う

た
い
そ
う
な騨

識
こ
す
っ
て
み
る
と
Ｉ

し
か
し

ア
ラ
ジ
ン

い
く
ら
忙
し
く
働
い

て
も
貧
乏
で
し
た

と
問
い

剛
屋戸、一 旦舞

ａ

叶
え
て

144
’ aお＝

何
で
も

ビ
ッ
ク 大

男
が
グ
ー

評
蝋
』

お
呼
び

で
す
か

ご
主
人

ア
ラ
ジ

度
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ウ
ル
セ
ー
ノ
．

世
の
中
が
悪
い

ケ
シ

金
、
金
っ
て

や
だ
れ
ェ

員
乏
人
は

一
一

ｒ

だ
よ
ノ
オ
レ
な
ん
か

朝
か
ら
晩
ま
で

ど
れ
だ
け
忙
し
く

働
い
て
る
と
思
っ
て

る
ん
だ
ノ
．

い
や
い
や

や
っ
ぱ
り

世
の
中

金
だ
ノ
．
一

ウ
ン

金
し
か
な
い

だ
ろ
う
な
…

そ
れ
よ
り

か
わ
い
い

お
嫁
さ
ん
も

い
い
な
ァ
．
．
．

や

、 ９°〉
/ごう〕

ゴ
レ
（

145

9審
Ｅ三ｓ

そ
ん
な
に

忙
し
い
の

か
ね
？

.Ｌ‐、二

ＱＬ

ケ
シ

金
、
金
っ
て

や
だ
れ
ェ

員
乏
人
は

そ
ん
な
に

忙
し
い
の

か
ね
？ ？ ５５，

Ｌ一
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聯

－－－』

声
合
唱
団
を
迎
え
、
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
な
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
行

な
う
。独

唱
は
昨
年
同
様
充
実
し
た

顔
ぶ
れ
。
神
戸
女
学
院
大
学
音

楽
学
部
の
初
参
加
も
加
え
、
大

コ
ー
ラ
ス
が
期
待
さ
れ
る
。

指
揮
界
の
重
鎮
、
プ
ロ
合
唱

団
、
そ
し
て
市
民
コ
ー
ラ
ス
が

一
堂
に
歌
い
あ
げ
る
。

☆
Ｘ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｃ
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
．
．
ク
リ
ス
マ
ス

旭
月
配
日
（
金
）
お
日
（
土
）
３
，
０
０

０
円
餌
日
（
日
）
３
，
５
０
０
円
燕

し
券
６
，
０
０
０
円
旧
時
ジ
ー
ベ
ッ

ク
ホ
ー
ル

棚
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
贈

る
ク
リ
ス
マ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。
人
、
音
、
光
、
空
間
の
共

!§謹鐘

慰
蔓
☆
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
夕
べ

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団

氾
月
錫
日
（
土
）
四
時
神
戸
文
化
大
ホ

〈
犀
も
第
九
の
季
節
が
や
っ

て
来
た
。
第
私
回
あ
じ
さ
い
音

一
ミ
ュ
ー

圭
ジ
カ
ル
の

》
本
場
プ
ロ

が
－
ド
ウ
ェ

ゴ１２月の夜に響きわたる
Ｉ戸揮雄渡イ大楽
ジ市、の遥ル阪祭
ヤ混神指暁・フは

高田みどり柴野さっき

性３を自領代音マ振
ア人続の域美楽Ｉこを
Ｉのけ活で術、現テ
テ女る動独の現代Ｉ

☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
史
に
残
る

傑
作
「
ア
ニ
ー
」

胞
月
配
日
（
金
）
Ｉ
即
１
月
旧
日
（
月
）

鱈
時
、
Ⅳ
時
、
把
時
釦
分
新
神
戸
オ
リ

エ
ン
タ
ル
劇
場
１
，
２
階
６
幕
５
０
０

円
３
階
３
，
０
０
０
円

イ
ス
ト
を
迎
え
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
形
態
を
通
し
て
ク
リ
ス

マ
ス
ら
し
く
華
や
か
に
、
わ
か

り
易
く
前
衛
的
な
音
と
造
形
の

空
間
を
表
現
す
る
。

塑
日
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
柴
野
さ

っ
き
と
作
曲
家
藤
枝
守
「
ジ
ム

ノ
ペ
テ
イ
＆
ク
リ
ス
マ
ス
・
ソ

ン
グ
ス
・
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ピ
ッ

ク
」
、
記
日
は
打
楽
器
に
よ
る

二
局
田
み
ど
り
ソ
ロ
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
電
聖
日
は
「
高
田

み
ど
り
＋
柴
野
さ
っ
き
ク
リ
ス

マ
ス
・
ラ
グ
」
。

”
娠
獅
椿
幅
》
演
劇

雲
言

イ
で
初
演
か
ら
６
年
間
の
ロ
ン

グ
ラ
ン
公
演
、
そ
の
他
日
本
で

も
多
く
の
人
々
に
深
い
感
動
を

与
え
続
け
た
孤
児
ア
ー
ー
ー
と
心

優
し
い
人
々
の
物
語
が
即
日
間

上
演
さ
れ
る
。

孤
児
院
を
抜
け
出
し
両
親
を

探
す
ア
ニ
ー
と
彼
女
を
応
援

し
、
暖
か
く
見
守
る
人
々
、
愛

犬
サ
ン
デ
ィ
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
真
実
の
愛
と
は
何
か
？

を
問
い
か
け
る
。

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
チ
ケ
ッ
ト
セ

☆
忠
義
に
生
き
る
男
と
女

盟
三
五
大
切

吃
月
刈
日
（
木
）
Ｉ
拓
日
（
土
）
佃
時
腸

劇
団
青
年
座
が
創
立
妬
周
年

を
記
念
し
て
、
江
戸
時
代
の
文

繊
》
識

語
を
上
演
す
る
。

赤
穂
の
討
入
り
に
加
わ
ろ
う

と
百
両
の
金
を
工
面
し
て
い
た

浪
人
が
心
奪
わ
れ
た
芸
者
の
為

に
義
士
を
捨
て
、
真
実
の
愛
に

生
き
よ
う
と
す
る
が
、
実
は
芸

者
に
は
夫
が
あ
り
初
め
か
ら
そ

の
金
を
雨
し
取
る
計
画
だ
っ
た

の
だ
…
。
人
間
で
あ
る
が
故
の

愚
か
さ
を
描
い
た
嘆
き
と
叫
び

の
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
。

譲
懲

☆
「
秋
岡
古
地
図

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
展
」

吃
月
肥
日
（
土
）
ｌ
Ⅷ
２
月
４
日
（
日
）

、
時
１
幅
時
卯
分
神
戸
市
立
博
物
館

〔
月
曜
日
と
１
月
胴
日
（
火
）
・
仰
日
（
水
）

は
休
館
〕
た
だ
し
１
月
栂
日
は
開
館
一

般
７
０
０
円
大
学
生
６
０
０
円
高
校

生
５
０
０
円
小
中
生
２
５
０
円

地
理
学
者
秋
岡
武
次
郎
博
士

が
生
涯
を
か
け
て
収
集
し
た
古

１
１４６
１蕊 蕊

凝灘瀞ラ神夕、村指鋭の０３０二

下

協
会
が
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
」
を
上
演
す
る
。

神
戸
風
月
堂
の
協
賛
に
よ

り
、
お
菓
子
の
家
が
舞
台
に
現

れ
る
と
甘
い
香
り
が
客
席
を
漂

う
と
い
う
史
上
初
の
試
み
や
、

魔
女
人
形
が
頭
上
を
飛
び
回
る

楽
し
い
演
出
が
い
っ
ぱ
い
。

所
、
氏
名
、
年
齢
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
希
望
日
を

明
記
し
、
「
神
戸
っ
子
」
と
お
書
き
の
上
、

旭
月
晦
日
ま
で
に
神
戸
オ
ペ
ラ
漣
会
事
務

局
ま
で
。
職
西
宮
市
能
登
町
４
１
７

〃
一
一
一
一
美
術
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漫
蔦

璃
蝋
審
設
さ
阜
鷺
暇
聾

に
展
示
さ
れ
る
。
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
か
ら
協
力
を
得
て
、

同
所
蔵
の
日
本
図
を
中
心
と
し

た
約
千
件
も
展
示
、
江
戸
時
代

の
世
界
と
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を

再
現
す
る
。

〆潔．

驚齢
盆
演

劇

シ
ユ
タ
イ
．

ン
」
聖
と
拳
冒

酌
き
上
げ
た

麺
だ
が
彼
女

背
が
創
造
し

た
幻
想
は

☆
栄
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

９
日
（
土
）
超
時
栄
町
ホ
ー
ル
ー
、

５
０
０
円

☆
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト、
日
（
日
）
皿
時
葺
合
文
化
セ
ン
タ

ー
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
一
般
１
，
０
０

０
円
フ
ァ
ミ
リ
ー
券
３
，
０
０
０
円

☆
午
後
の
室
内
楽

皿
日
（
木
）
畑
時
釦
分
兵
庫
県
民
小

劇
場
２
，
５
０
０
円

★
ア
ラ
・
デ
イ
・
コ
ウ
ベ
歌
の
劇
場

『
四
川
善
女
」

晦
日
（
金
）
四
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ミ

ニ
ホ
ー
ル
３
，
０
０
０
円

★
Ⅷ
神
戸
フ
ロ
イ
デ
第
お
回
第
九
の
夕

べ加
日
（
水
）
四
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
席
３
，
８
０
０
円
Ｂ
席
３
，

３
０
０
円

☆
神
戸
中
央
合
唱
団
第
釦
回
メ
サ
イ
ヤ

演
奏
会

幻
日
（
木
）
塑
時
訓
分
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
ー
、
５
０
０
円

☆
尼
崎
市
吹
奏
楽
連
盟
第
氾
回
定
期
演

奏
会 国

音

楽

｡

映
画

地
図
及
び

儀
そ
の
関
連

》
資
料
の
．

錘
レ
ク
シ
ョ

ン
が
一
堂

☆
お
待
た
せ
し
ま
し
た
／
、

「
バ
ッ
ト
マ
ン
」

旭
月
２
日
よ
り
「
ビ
ッ
グ
映
劇
」
に
て
ロ

ー
ド
シ
ョ
ｉ
一
般
１
，
６
０
０
円
大

高
生
１
，
４
０
０
円

ア
メ
リ
カ
本
国
で
歴
代
の
大

ヒ
ッ
ト
記
録
を
次
々
と
塗
り
替

え
世
界
各
国
で
も
ぞ
く
ぞ
く
と

新
記
録
を
樹
立
し
て
い
る
「
バ

ッ
ト
マ
ン
」
が
待
望
の
日
本
公

弓

☆
神
戸
親
子
劇
場
・
ば
ん
ど
え
い
ど

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
Ｉ
卜

銅
日
（
土
）
皿
時
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

９
０
０
円

☆
劇
団
風
の
子
ク
リ
ス
マ
ス
公
演

「
か
が
み
ス
ト
ー
リ
ー
」

配
日
（
土
）
必
時
釦
分
ピ
ッ
コ
ロ
シ

ア
タ
ー
大
人
２
，
３
０
０
円
小
人

１
，
８
０
０
円
親
子
３
，
５
０
０
円

塑
日
（
日
）
、
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ

ー
ル
５
０
０
円

★
第
１
回
ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
ー
ブ
・
シ
ア

タ
ー
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

６
日
（
水
）
摩
耶
パ
レ
エ
シ
ア
タ
ー
龍

悦
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
廻
時
３
，
０

０
０
円

、
日
（
日
）
パ
ナ
サ
ス
ダ
ン
ス
シ
ア
タ

ー
型
時
３
，
０
０
０
円

ｎ
日
（
月
）
摩
耶
パ
レ
エ
シ
ア
タ
ー
小

谷
幸
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
四
時
３
，

０
０
０
口
姫

蝿
日
（
水
）
東
仲
一
矩
四
時
４
、

小
説
の
中
だ
け
に
留
ど
ま
ら
ず

や
が
て
動
き
出
し
、
彼
ら
の
運

命
に
死
の
影
を
落
し
て
い
く
。

☆
「
パ
ッ
ト
マ
ン
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名

様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ご
希
望
の
方
は
葉
書

に
住
所
・
氏
名
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
映
画
名
を
明

記
し
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ

ー
」
係
ま
で
。

－
は
、
身
を
寄
せ
た
バ
イ
ロ
ン

城
で
怪
奇
小
説
「
フ
ラ
ン
ケ
ン

１
１４７
１

開
と
な
る
。

匪
悪
が
は

』
び
こ
り
犯

》
罪
が
横
行

正
す
る
未
来

の
架
空
都

０
０
０
円

過
日
（
金
）
氾
時
釦
分
妬
日
（
土
）

妬
時
加
藤
き
よ
子
＆
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

・
オ
ブ
・
コ
ウ
ベ
４
，
０
０
０
円

幻
日
（
日
）
ヴ
ァ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
型
時

３
，
０
０
０
円

★
声
元
順
子
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
リ
サ
イ
タ

ル晦
日
（
金
）
四
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル
３
，
０
０
０
円

☆
泉
バ
レ
エ
団
「
ぐ
る
み
割
り
人
形
」

泌
日
（
日
）
亜
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル
２
，
５
０
０
円

☆
市
民
映
画
劇
場
「
木
を
植
え
た
男
」

「
ス
ノ
ー
マ
ン
」

哩
日
（
木
）
・
晦
日
（
金
）
・
亜
日
（
土
）

姐
時
帥
分
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
一
般

１
，
０
０
０
円

九芦☆
谷田大
色芳丸
絵生美
三油術
ツ絵画
井展廊
為

１２吉１２
／展／
1 ３６
１１
１２ユ２
／／
1 ９１２

市
を
舞
台
に
、
コ
ウ
モ
リ
の
マ

ス
ク
に
黒
マ
ン
ト
の
バ
ッ
ト
マ

ン
が
そ
の
宿
敵
ジ
ョ
ー
カ
ー
を

相
手
に
繰
り
広
げ
る
ア
ク
シ
ョ

ン
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

☆
ゴ
シ
ッ
ク
・
ロ
マ
ン
の
時
代

「
幻
の
城
」

吃
月
お
日
１
１
月
也
日
「
ロ
ッ
ポ
ニ
カ
三

宮
」
に
て
口
Ｉ
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
，
６

０
０
円
大
高
生
１
，
３
０
０
円

文
学
史
上
に
残
る
詩
人
と
そ

の
恋
人
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

も
と
に
描
か
れ
た
、
美
し
く
幻

想
的
な
映
画
「
幻
の
城
」
。

岨
世
紀
初
頭
詩
人
シ
ェ
リ
ー

と
駆
け
落
ち
し
た
恋
人
メ
ア
リ

遜
鳶

質
：

山☆西元☆第正第神☆有余☆秋☆第第☆’９０第’８９☆有逸
田ギ村永海２３筆３１戸県馬村そ岡神２０２８ギカ３４武さ名品
雄 ﾔ 功定文回展回大民柏展ご古戸回回 ﾔ ﾚ 回蔵ん大絵
斎う回正堂型回宋学ア鳳油う地市記ロラン報美ち家画
展Ｙ雛憩書嘗蔦ｌ雛斎曹識ｓＹ鵠展鰹妻
あラ書作埋研ギ面展画し物風会さ展Ｉ画展
じリ展展院究ヤ展廊ク館展絵んル展

１２さ１２１２１１２１２１２学１２会ラ１２１２１２シ１２１２画ちl ２１２１２１２１２
／い／／／／／書／司り／／／ヨ／／展か／／／／／
1 ２１９９２３１４９展８六１１９１２１６ン２１１４２１１４７２７２０
１１１１１１１甲１１１名ｌｌｌｌＩｌｌ
ｌ２ユ２ユ２１２１２１２１２塁１２１２２品１２ユ２１２エ２１２１２ユ２
／／／／／／／情／／／展／／／／／／／
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■

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
オ
フ
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
か
ら
本
場
の

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
移
り
、
か
ぞ
え
る
と
足
か
け
五
年
以
上
ロ
ン

グ
ラ
ン
の
『
ト
ー
チ
ソ
ン
グ
・
ト
リ
ロ
ジ
ー
』
が
ハ
ワ
ー
ド
・
ゴ

ッ
ト
・
プ
ラ
イ
ド
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
の
手
で
映
画
化
さ
れ
た
。

「
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ

る
。
一
九
八
八
年
ア
メ
リ
カ
映
画
の
一
一
時
間
七
分
。
カ
ラ
ー
。

本
場
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
六
カ
月
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
中
に
イ
ギ
リ

ス
も
こ
れ
を
上
演
し
、
初
め
の
一
週
間
で
そ
の
週
の
全
興
行
収
入

順
位
の
第
二
位
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
い
ま
映
画

化
さ
れ
た
。
監
督
は
「
怒
り
を
胸
に
ふ
り
返
れ
」
（
一
九
七
○
）

の
ポ
ー
ル
・
ポ
ガ
ー
ト
。

な
ぜ
こ
の
劇
、
こ
の
映
画
が
、
注
目
さ
れ
こ
の
よ
う
に
興
行
を

異
色
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
き
た
異
色
作

『
ト
ー
チ
ソ
ン
グ
・
ト
リ
ロ
ジ
ー
』

｡

．

．'蝋義毒。

１
１４８
１

女装芸人に扮するハーベイ・ファイアスティン

ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
の
か
。
女
の
映
画
で
な
く
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
男

の
映
画
。
し
か
も
男
が
男
を
愛
し
、
そ
し
て
別
れ
た
あ
と
、
こ
の

女
装
の
芸
人
（
ハ
ー
ベ
イ
・
フ
ァ
イ
ア
ス
テ
イ
ン
）
は
あ
ら
た
な

る
男
性
の
モ
デ
ル
あ
が
り
の
ハ
ン
サ
ム
な
ア
ラ
ン
（
マ
ッ
シ
ュ
ー
。

ブ
ロ
デ
リ
ッ
ク
）
と
結
ば
れ
、
二
人
は
六
年
間
、
純
愛
の
も
と
に

ど
う
せ
い

同
棲
し
た
。

い
つ
ぽ
う
女
装
の
芸
人
ア
ー
ノ
ル
ド
と
最
初
に
結
ば
れ
た
エ
ド

（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
カ
ー
ウ
イ
ン
）
は
ロ
ー
レ
ル
（
カ
レ
ン
・
ヤ
ン

グ
）
と
い
う
女
と
結
婚
し
た
の
だ
が
妻
の
ロ
ー
レ
ル
は
夫
が
男
と

も
寝
る
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。
一
夜
、
夫
の
以
前
の
愛
人

の
ア
ー
ノ
ル
ド
と
、
そ
し
て
彼
と
同
棲
し
、
し
か
も
す
で
に
結
婚

ま
で
し
た
と
い
う
ア
ラ
ン
を
も
招
い
て
の
夕
食
と
い
う
計
画
を
立

て
た
。
と
こ
ろ
が
ロ
ー
レ
ル
は
夫
が
今
に
い
た
っ
て
も
ま
だ
そ
の

男
二
人
に
嫉
妬
し
て
い
る
こ
と
を
喚
い
で
、
こ
れ
が
も
と
で
夫
婦

別
れ
と
い
う
事
件
に
発
展
し
た
。

い
つ
ぽ
う
男
同
士
で
夫
婦
と
な
っ
た
ア
ー
ノ
ル
ド
と
ア
ラ
ン
は

子
供
が
ほ
し
く
な
り
養
子
を
迎
え
る
相
談
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
突

然
の
事
故
で
ア
ラ
ン
は
事
故
死
し
た
。
ア
ラ
ン
を
失
っ
た
あ
と
ア

ラ
ン
の
希
望
だ
っ
た
養
子
デ
イ
ピ
ッ
ト
を
迎
え
た
こ
ろ
、
最
初
の

愛
人
の
エ
ド
が
妻
と
別
れ
て
ア
ー
ノ
ル
ド
こ
の
女
装
芸
人
の
家
に

こ
ろ
が
り
こ
ん
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
エ
ド
と
ア
ー
ノ
ル
ド
と
養
子

の
デ
イ
ビ
ッ
ト
、
こ
の
男
三
人
の
と
こ
ろ
へ
地
方
か
ら
ア
ー
ノ
ル

ド
の
母
が
訪
ね
て
来
た
。
息
子
が
女
装
芸
人
の
こ
と
は
知
っ
て
は

い
た
が
、
男
三
人
の
こ
の
生
活
を
見
て
び
っ
く
り
し
て
怒
り
だ

し
、
息
子
を
叱
り
つ
け
た
。
し
か
し
息
子
の
ア
ー
ノ
ル
ド
は
〃
今
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可

台
で
さ
え
も
、
こ
れ
は
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
は
上
演
さ
れ
は

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
数
年
ま
え
に
見

た
舞
台
劇
『
ベ
ン
ト
』
に
し
て
も
男
同
士
の
恋
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
し
、
『
ア
ズ
・
イ
ズ
』
は
エ
イ
ズ
で
死
ぬ
男
を
愛
人
の
男
が
そ

り
ん
じ
ゆ
う

の
臨
終
を
見
つ
め
て
〃
い
つ
ま
で
も
愛
す
る
よ
″
と
告
げ
る
幕
切

れ
が
哀
れ
で
、
『
ア
ズ
・
イ
ズ
』
こ
の
題
名
は
〃
そ
っ
と
こ
の
ま

ま
に
し
て
あ
げ
て
″
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
リ
ー
ド
キ
ン
監
督
の
「
真
夜
中
の
パ
ー
テ
ィ

ー
」
（
’
九
七
○
）
の
こ
ろ
は
ま
だ
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
は
常
識
の

わ
く
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
。
人
が
人
を
愛
す
る
こ
と
が
男
女
の

差
別
の
わ
く
の
中
で
冷
酷
に
淀
を
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

お
き
て

が
い
ま
｝
」
の
一
九
八
八
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画
に
い
た
っ
て
声
」
の
淀

は
ぐ
ら
つ
い
て
き
た
。
こ
の
「
ト
ー
チ
ソ
ン
グ
・
ト
リ
ロ
ジ
ー
」

は
特
別
の
メ
ガ
ネ
を
も
っ
て
見
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
だ
。
そ

れ
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
も
ロ
ン
ド
ン
で
も
身
を
伏
せ
な
い
で
堂

々
と
こ
の
舞
台
劇
を
見
に
ゆ
く
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。

×
×

出
演
俳
優
は
ア
ー
ノ
ル
ド
（
ハ
ー
ベ
イ
・
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
。

か
つ
て
シ
ド
ニ
ー
・
ル
メ
ッ
ト
監
督
の
「
ガ
ル
ボ
。
ト
ー
ク
」
（
一

九
八
四
）
に
出
て
い
た
。
母
親
役
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た
ア
ン

・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
。
そ
し
て
ア
ー
ノ
ル
ド
と
結
ば
れ
た
ア
ラ
ン
（
マ

シ
ュ
ー
・
ブ
ロ
デ
リ
ッ
ク
）
は
映
画
で
は
「
レ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ク
」

な
ど
に
出
て
い
る
し
、
最
近
で
は
シ
ド
ニ
ー
・
ル
メ
ッ
ト
監
督
の

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
、
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
と

シ
ョ
ー
ン
・
コ
ネ
リ
ー
と
共
演
し
て
お
り
、
ア
ー
ノ
ル
ド
か
ら
離

れ
て
女
性
と
結
婚
し
た
が
再
び
ア
ー
ノ
ル
ド
の
も
と
に
舞
い
戻
る

エ
ド
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
カ
ー
ウ
イ
ン
）
は
映
画
で
は
「
マ
ー
フ
ィ

ー
の
ロ
マ
ン
ス
」
に
出
て
い
る
。
彼
は
ロ
ザ
ン
ジ
ュ
ル
ス
で
の
上

演
の
「
ト
ー
チ
ソ
ン
グ
・
ト
リ
ロ
ジ
ー
」
に
も
、
映
画
と
同
じ
エ

ド
の
役
を
演
じ
ド
ラ
マ
ロ
ー
グ
賞
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て

も
二
十
年
ま
え
に
は
人
間
の
裏
側
と
し
て
、
舞
台
で
も
映
画
で
も

禁
じ
ら
れ
た
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
よ
う
や
く
顔
を
上
に
あ
げ
て

語
っ
て
も
い
い
と
い
う
時
代
を
迎
え
た
。
し
か
も
舞
省
で
は
映
画

の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と
も
い
え
る
最
優
秀
戯
曲
賞
を
贈
ら
れ
た
。

９
１
４
１
１

の
自
分
を
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
な
ら
、
帰
っ
て
く
れ
″
と
母
と
喧

嘩
し
、
母
は
こ
の
息
子
の
家
か
ら
逃
げ
帰
っ
た
。

×
×
、
、
、
、
、

こ
れ
が
男
女
の
物
語
な
ら
あ
り
き
た
り
の
ド
ラ
マ
に
す
ぎ
ぬ
の

に
こ
れ
を
『
ト
ー
チ
ソ
ン
グ
。
ト
リ
ロ
ー
ジ
ー
』
す
な
わ
ち
悲
歌

だ
い

一
二
部
曲
な
ど
と
題
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
こ
の
作
口
叩
の
皮
肉
が

か
く
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
と
く
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
〃
人
を
愛
す
る
〃
と
い
う
こ
と
で
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
も
タ
ブ

ウ
で
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
作
者
は
こ
の
戯
曲
を
エ
イ
ズ

以
前
に
書
い
た
作
品
と
念
を
押
す
。
エ
イ
ズ
の
た
め
に
逃
げ
た
り

別
れ
た
り
し
た
の
で
は
な
く
、
男
と
男
の
恋
の
ト
ー
チ
・
ソ
ン

グ
。
も
う
こ
れ
を
異
色
扱
い
に
す
る
時
代
は
す
ぎ
た
。

十
年
ま
え
な
ら
と
て
も
映
画
に
な
る
題
材
で
は
な
い
。
ま
た
舞

ｑ

堂々と男と男の愛を語り、最優秀戯曲賞を受賞。
1 2 月1 6 日より東京ペアトル新宿にて上映。大阪では、来春１月中旬より上映予定。
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＃

若々しい北村かほるさん

▽
う
ん
、
こ
れ
な
ら
、
と
味
も

値
段
も
納
得

阪
急
三
宮
駅
西
口
を
出
た
す

ぐ
の
と
こ
ろ
に
〃
ス
テ
ー
キ
ラ

ン
ド
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
〃
は
あ
る
。
定

評
の
あ
る
神
戸
牛
の
中
か
ら
更

に
厳
選
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
使

用
し
、
そ
れ
で
な
お
か
つ
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー
５
千
Ⅷ

円
、
北
野
坂
コ
ー
ス
４
千
Ⅷ

円
、
異
人
坂
コ
ー
ス
４
千
加
円

と
、
お
得
な
値
段
な
の
も
見
逃

せ
な
い
と
こ
ろ
。
「
シ
ェ
フ
の

腕
に
は
私
が
太
鼓
判
を
押
し
ま

す
」
と
日
坂
元
一
店
長
。

ま
た
、
ｕ
／
躯
ｌ
妬
に
は
６

千
円
く
ら
い
で
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ニ
ュ
ー
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

た
だ
今
、
予
約
受
付
中
と
の
こ

び
っ

いつだって美味しい笑顔で一杯

と
。
こ
れ
は
も
う
、
行
か
な
き

ゃ
損
す
る
く
ら
い
の
店
だ
。

剛
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
ｌ
８
ｌ
２

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
加
（
無
休
）

茸
迩
１
１
７
８
７

△
身
体
に
い
い
も
の
、
食
べ
て

い
ま
す
か
？

阪
急
三
宮
東
口
北
側
に
あ
る

〃
ガ
ン
ダ
ー
ラ
″
は
ぴ
り
っ
と

辛
い
イ
ン
ド
料
理
の
店
。
ま
だ

ま
だ
日
本
で
は
馴
染
み
が
薄
い

が
、
足
立
典
子
社
長
は
「
こ
の

店
を
拠
点
に
し
て
イ
ン
ド
の
食

文
化
を
日
本
に
定
着
さ
せ
て
行

き
た
い
」
と
語
る
。
日
本
人
に

は
ち
ょ
っ
と
辛
目
の
料
理
が
並

ぶ
が
、
実
は
こ
の
辛
み
（
ス
パ

イ
ス
）
こ
そ
が
老
化
現
象
を
防

ぐ
の
だ
と
い
う
。
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
カ
レ
ー
は
お
奨
め
。篭 ､凸Ｉ

蕊患鍵慧蕊蕊蕊議蕊蕊識鰯驚 陽母年、

■

本場のコックさんが作る本場の味

．
》
》
鶴
，
嵐
鋳
識

■

現代風だが、上品な落ち着きが･ ･ ･

１
１５０
１

q、

ま
た
、
店
内
の
壁
面
を
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
し
て
、
イ
ン
ド
の
工

芸
や
絵
な
ど
を
展
示
、
地
元
の

作
家
に
も
発
表
の
場
を
与
え
て

く
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
旅
行
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
バ
ッ
チ
リ
１

回
阪
急
三
宮
東
口
北
側
二
四
ピ
ル
４
Ｆ

Ａ
Ｍ
Ⅷ
”
犯
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ⅷ

宮
測
１
４
９
７
５

曇
明
る
く
て
優
雅
な
雰
囲
気
で

日
本
料
理
を

人
の
往
来
を
眺
め
ら
れ
従
来

の
日
本
料
理
店
の
イ
メ
ー
ジ
を

大
き
く
変
え
た
趣
き
で
人
気
を

呼
ん
で
い
る
の
が
〃
花
ご
ろ
も
″

だ
。
昼
は
ち
ょ
っ
と
賛
沢
に
花

ご
ろ
も
膳
、
夜
は
風
情
あ
ふ
れ

る
懐
石
膳
、
ち
ょ
っ
と
一
杯
の

時
は
色
と
り
ど
り
の
一
品
料
理

と
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
で
、
企
業

の
接
待
や
カ
ッ
プ
ル
、
更
に
若

い
女
性
同
志
の
お
客
さ
ん
が
多

い
と
い
う
。
そ
し
て
テ
ー
ブ
ル

に
さ
り
気
な
く
置
か
れ
た
折
敷

の
美
し
さ
が
、
い
や
が
上
に
も

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
。
料
理
長
さ
ん
は
「
四
季
の

う
つ
る
い
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
料
理
を
気
楽
に
愉
し
む
時
間

を
提
供
し
た
い
」
と
語
る
。

国
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
鋤
Ｉ
２

笹
原
ピ
ル
２
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ⅲ
釦
犯
ｌ
Ｐ
Ｍ
２

Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
ｍ
貢
郷
１
８
７
５
６

◇
現
代
感
覚
も
採
り
入
れ
た
新

し
い
神
戸
館
に
期
待

味
に
う
る
さ
い
神
戸
っ
子
の

舌
に
応
え
続
け
て
き
た
ス
テ
ー

キ
の
〃
神
戸
館
″
が
店
を
移
し

新
た
に
開
店
し
た
。
新
し
い
神

戸
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
現
代

感
覚
を
採
り
入
れ
、
そ
れ
で
い

て
伝
統
の
雰
囲
気
を
崩
さ
な
い

店
づ
く
り
」
だ
と
北
村
か
ほ
る

オ
ー
ナ
ー
は
言
う
。
も
ち
ろ
ん

料
理
の
味
は
変
ら
ず
、
ス
テ
ー

キ
、
シ
ー
フ
ー
ド
料
理
な
ど
、

通
の
味
ば
か
り
。

ク
リ
ス
マ
ス
だ
か
ら
と
い
っ

て
特
別
な
こ
と
は
せ
ず
、
一
年

中
、
い
つ
訪
れ
て
も
同
じ
雰
囲

気
が
あ
り
、
安
心
し
て
食
事
に

行
け
る
の
も
、
派
手
な
催
し
に

人
気
の
集
ま
る
現
代
に
あ
っ
て

大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

■
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
前
第
旧
シ
ャ
ル
マ

ン
ビ
ル
２
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ⅲ
”
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
２

Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
９
爾
鋼
１
２
９
５
５

（
日
祝
休
）
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も
お
客
さ
ん
は
ど
ん
ど
ん
来
る

と
い
う
。
そ
の
秘
密
は
オ
ー
ナ

ー
の
岡
野
公
一
さ
ん
。
そ
の
道

で
は
有
名
な
人
。
「
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
の
作
る
店
で
は
、
カ
ク
テ

ル
が
売
り
物
で
な
き
ゃ
い
け
な

い
」
と
ま
で
言
い
き
る
。
同
業

者
の
フ
ァ
ン
も
多
く
、
カ
ク
テ

ル
以
外
の
注
文
は
な
い
と
い

；
南国ムードあふれる素敵なお店

▽
昼
下
が
り
の
加
誹
タ
イ
ム
は

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
に
囲
ま
れ
て

ト
ア
ロ
ー
ド
を
下
り
切
っ
た

辺
り
に
あ
る
喫
茶
〃
ん
〃
・
店
内

に
一
歩
入
る
と
、
外
の
喧
騒
が

嘘
の
よ
う
な
静
け
さ
と
共
に
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
や
小
物
が

出
迎
え
て
く
れ
る
。
２
階
が
ギ

ラタ

§
…

料理は面白い、と語る茅切オーナー

☆
園
＠
国
固

哨
ｃ
巨
円
】
目
①
計
、
ご
ｃ
鈴

レ
ス
ト
ラ
ン

ザ
・
サ
ー
ド
フ
ロ
ア

ド
ア
を
開
け
て
店
内
に
１

歩
入
る
と
、
ハ
ワ
イ
に
来
た

の
か
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
。

真
中
に
は
祁
子
の
木
、
壁
に

は
た
く
さ
ん
の
ハ
ワ
イ
の
写

真
。
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
ム

ー
ド
を
や
わ
ら
げ
て
く
れ
、

料
理
の
味
も
一
層
引
き
た
っ

て
し
ま
う
の
が
〃
ザ
・
サ
ー

ド
フ
ロ
ア
〃
。

阪
急
三
宮
駅
西
口
か
ら
す

ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
う

い
う
地
の
利
も
あ
っ
て
か
、

Ｅ'

アンティークたちが息づいている

ヤ
ラ
リ
ー
、
３
．
４
階
が
喫
茶
に

な
っ
て
い
て
、
１
杯
ず
つ
ペ
ー

パ
ー
ド
リ
ッ
プ
で
流
れ
て
く
れ

る
炭
焼
コ
ー
ヒ
ー
は
一
級
品
。

開
店
し
て
妬
年
に
な
る
が
、
内

装
や
メ
ニ
ュ
ー
は
頑
固
な
ま
で

に
昔
の
ま
ま
。
画
家
の
西
村
功

さ
ん
も
よ
く
訪
れ
る
と
い
う
。

静
か
な
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を

過
し
た
い
時
は
是
非
１

画
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
２
‐
９
１
６

Ａ
Ｍ
Ⅷ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
（
水
曜
休
）

窟
測
１
１
５
８
９

△
プ
ロ
の
眼
が
行
き
届
い
た
玄

人
好
み
の
カ
ク
テ
ル
バ
ー

小
さ
い
が
玄
人
好
み
の
カ
ク

テ
ル
バ
ー
〃
馬
車
屋
″
が
出
来

た
。
、
人
も
入
れ
ば
満
席
に
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
れ
で

若
い
人
た
ち
か
ら
主
婦
ま
で
幅

広
く
人
気
を
集
め
て
い
る
。

神
戸
で
は
唯
一
の
和
洋
折
衷

の
会
席
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
店

で
、
材
料
と
し
て
使
用
す
る
肉

は
極
上
神
戸
牛
だ
け
。
和
洋
折

衷
会
席
料
理
や
ス
テ
ー
キ
コ
ー

ス
は
、
中
で
も
お
奨
め
。
そ
の

１
－
が
登
場
。
パ
リ
の
テ
ー
ブ

ル
、
ロ
ー
マ
の
テ
ー
ブ
ル
、
ロ

ン
ド
ン
の
テ
ー
ブ
ル
と
い
う
の

が
そ
れ
で
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

エ
ス
プ
リ
を
感
じ
さ
せ
る
料
理

を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
茅
切

勇
オ
ー
ナ
ー
が
語
る
通
り
、
毎

日
食
材
や
料
理
が
変
り
、
何
が

飛
び
出
す
か
分
ら
な
い
か
ら
２

度
行
け
ば
何
度
で
も
行
き
た
く

な
る
、
本
格
的
だ
が
遊
び
気
分

い
っ
ぱ
い
の
店
で
あ
る
。

ま
た
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
お

酒
落
な
大
人
の
た
め
の
ア
ダ
ル

ト
な
夜
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

お
問
合
せ
は
左
記
ま
で
。

回
東
門
筋
東
門
エ
ー
ス
タ
ウ
ン
ピ
ル
ー
Ｆ

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
２
（
日
畷
は
Ｐ
Ｍ
加
ま
で
）

茸
廼
１
２
０
７
８
（
祝
日
体
）

』唯P

蕊
鱗

１
１５１
１

鴬

守

う
。
ｌ
と
に
か
く
カ
ク
テ
ル

好
き
の
人
は
見
逃
せ
な
い
。

図
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
１
９
１
酌

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
１
（
日
祝
休
）

湧
知
１
６
８
１
４

晶
大
真
面
目
に
ア
ソ
ン
で
し
ま

う
と
こ
ろ
が
面
白
い

東
門
筋
の
西
洋
料
理
〃
ハ
ー

バ
ー
キ
ン
グ
″
に
新
し
い
メ
ニ

》
鑑
識
識
錬
鍛
識
瀞
、

繍繍；

他
、
手
使
り
ケ
ー
キ
、
ハ
ワ

イ
・
コ
ナ
瑚
誹
な
ど
の
軽
食

も
あ
り
、
い
ろ
ん
な
目
的
に

利
用
で
き
そ
う
な
の
も
魅
力

の
ひ
と
つ
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
ハ
ワ

イ
通
揃
い
で
、
「
ハ
ワ
イ
の
こ

と
な
ら
、
何
で
も
訊
い
て
下

さ
い
」
と
自
信
た
っ
ぷ
り
。

海
外
旅
行
の
相
談
に
も
乗
っ

て
く
れ
る
。
商
品
に
よ
っ
て

は
即
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
も
可
だ
そ
う

だ
。
写
真
集
も
あ
り
、
１
万

円
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ

ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

回
阪
急
三
宮
西
口
前
安
達
ピ
ル
３
Ｆ

Ａ
Ｍ
加
配
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
即
卵

曾
弧
ｌ
Ｏ
８
３
７

筆
も

儲

』を撰吟昌込

これぞ､ プロ" の手つき
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☆
県
下
か
ら
３
氏
が

地
域
文
化
功
労
者
賞
を
受
賞

平
成
元
年
度
の
地
域
文
化
功

労
賞
に
、
県
下
か
ら
貝
原
六
一

さ
ん
（
洋
画
家
）
、
贋
山
尭
道

さ
ん
（
赤
穂
市
文
化
財
保
護
審

議
会
会
長
）
、
浅
井
輔
七
郎
さ

ん
（
西
播
磨
地
区
文
化
協
会
連

絡
協
議
会
会
長
）
の
３
名
が
選

ば
れ
た
。

議
嬢
蕊

☆
文
化
功
労
者
に

朝
比
奈
隆
さ
ん
が

指
揮
者
生
活
帥
周
年
を
迎
え

た
朝
比
奈
隆
さ
ん
が
、
文
化
功

労
者
に
選
ば
れ
た
。

朝
比
奈
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ

だ
が
、
京
大
卒
業
後
は
関
西
に

定
住
し
、
現
在
も
神
戸
に
住
ん

で
い
る
。

昭
和
塑
年
に
関
西
交
響
楽
団

（
大
阪
フ
ィ
ル
の
母
体
）
、
同

型
年
に
関
西
オ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ

（
現
関
西
歌
劇
団
）
を
相
次
い

で
設
立
。

現
在
は
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の
総
監
督
を
務

め
、
現
役
マ
エ
ス
ト
ロ
と
し
て

世
界
的
に
著
名
な
活
躍
を
続
け

て
い
る
。
古
典
か
ら
現
代
音
楽

ま
で
範
囲
も
広
く
、
特
に
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

作
品
に
定
評
が
あ
る
。

灘

鍵 鎮灘
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

曲

Ｐ

毒
議
均
癖
職
騨
騨
騨
蕊

浅井禰七郎さん庚山尭道さん貝原六－さん
績振域るに財 ･ 興文て域全
の興文等尽の、化、に国同
あに化、力保文の芸お各賞
つ功の地す護化振術い地は

大活躍の朝比奈隆さん

- ＝ q 云幽一

１
１５２
１

た
個
人
・
団
体
に
対
し
て
、
そ

の
功
績
を
称
え
文
部
大
臣
が
表

彰
す
る
も
の
で
、
今
回
が
第
８

回
目
と
な
る
。

表
彰
式
は
ｎ
月
１
日
、
東
京

の
国
立
劇
場
で
行
わ
れ
た
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

一一

で
、
そ
ろ

い
の
衣
装

皿
を
身
に
着

帯
け
、
賛
美

鍵
歌
や
ク
リ

縮
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
を
歌

い
な
が
ら

詞

つ
く
り
っ
こ
の
国

と
の
国
で
「
も
と
じ
め
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
る
後
藤
さ
ん
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時

か
ら
手
足
が
不
自
由
で
身
の
回
り
の
こ

と
は
す
べ
て
介
助
が
必
要
で
し
た
。
養

護
学
校
高
等
部
を
卒
業
し
た
頃
、
「
い

つ
ま
で
も
母
親
は
い
な
い
よ
。
自
立
し

た
ら
」
と
提
案
さ
れ
、
ア
パ
ー
ト
に
移

り
ま
し
た
が
、
人
に
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
と
思
い
、
誰
に
も
介
護
を
頼
ま
な

か
っ
た
。
三
日
間
何
も
喰
く
ず
に
い
て

体
を
こ
わ
し
入
院
し
た
り
し
ま
し
た
。

退
院
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
探
し

て
社
会
問
題
に
取
り
く
む
大
学
生
と
接

触
し
た
結
果
、
介
謹
の
グ
ル
ー
プ
が
で

き
そ
の
輪
が
拡
が
っ
て
き
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
近
所
の
人
と
の
つ
き
あ

い
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
、
近
所

の
子
供
や
お
母
さ
ん
た
ち
に
菜
ま
っ
て

も
ら
い
、
手
作
り
の
お
や
つ
を
食
べ
る

小
さ
な
会
を
作
り
ま
し
た
。
お
や
つ
作

り
の
中
で
人
間
関
係
を
作
っ
て
い
こ

う
、
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、
「
つ
く

り
っ
こ
の
国
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。
こ

つ
こ
つ
と
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
続
く
う

ち
に
、
今
で
は
月
一
、
二
回
の
ペ
ー
ス

で
、
参
加
者
も
、
多
い
時
に
は
三
十
人

ぐ
ら
い
に
な
り
、
も
と
じ
め
さ
ん
と
後

藤
さ
ん
は
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

後
藤
さ
ん
は
「
障
害
者
と
健
常
者
と

の
接
点
が
少
く
、
誤
解
が
生
ま
れ
易

い
。
つ
く
り
つ
と
の
国
で
こ
の
点
を
共

に
学
ぷ
場
に
し
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
関
係
者
の
あ
る
大
学
生
は
、
「
障

害
者
と
健
常
者
と
の
ふ
れ
あ
う
場
所
を

も
っ
と
増
や
し
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。誕

生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
－
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

寓
０
７
８
１
２
３
１
１
２
１
１
４

キ
ャ
ン
ド
ル
片
手
に
練
り
歩
く

と
い
う
も
の
。

今
回
は
「
旧
居
留
地
の
ク
リ

ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」
と
題
し
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
と
市
立

博
物
館
の
前
で
は
、
歩
み
を
止

め
て
歌
声
を
奏
で
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
旧
居
留

地
連
絡
協
議
会
恋
３
３
１
１
２

７
６
１
ま
で
。

〔
北
野
ク
リ
ス
マ
ス

ス
ト
リ
ー
ト
刑
も
〕

異
人
館
を
中
心
と
し
た
北
野

町
で
も
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
る
。

担
月
蝿
日
か
ら
妬
日
ま
で
の

加
日
間
で
主
な
内
容
は
次
の
通

☆
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
ニ
題

〔
街
も
人
も
輝
く

旧
居
留
地
の
行
進
〕

外
国
人
居
留
地
と
し
て
知
ら

れ
る
中
央
区
明
石
町
か
ら
京
町

に
か
け
て
、
旭
月
Ⅳ
日
焔
時
か

ら
周
辺
で
働
く
約
血
人
の
Ｏ
Ｌ

が
、
聖
歌
隊
に
紛
し
行
進
す
る
。

こ
れ
は
同
地
区
に
あ
る
私
社

で
作
る
旧
居
留
地
連
絡
協
議
会

（
南
頴
三
会
長
）
が
、
地
区
活

性
化
に
向
け
て
計
画
し
た
も
の
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想い出話に花が咲く

過
ぎ
か
ら
、
会
議
と
称
し
て
こ

こ
で
飲
ん
で
い
ま
す
（
笑
）
。

で
も
雑
談
の
中
に
大
き
な
ヒ
ン

ト
が
浮
か
ぶ
こ
と
も
あ
る
の

で
、
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
ん

で
す
よ
」
と
語
る
高
田
さ
ん
。

飛
び
入
り
も
歓
迎
と
の
こ
と

な
の
で
、
兵
庫
津
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
。

☆
兵
工
山
の
会
別
周
年
記
念

昭
和
型
年
の
創
部
か
ら
卵
年

目
を
迎
え
た
兵
庫
工
業
高
校
山

ｈ
ソ
◎異

人
館
ラ
イ
ト
ァ
ッ
。
フ
（
蛸

，
’
妬
日
Ⅳ
時
）
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
（
詔
日
Ⅳ
時
異
人
館

倶
楽
部
パ
ー
ト
Ⅱ
に
て
）
パ
ン

ト
マ
イ
ム
等
の
シ
ョ
ー
（
鯛
日

娼
時
鋤
分
北
野
町
広
場
に
て
）

聖
歌
隊
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
（
鯛
日

把
時
訓
分
）
等
の
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
る
。

北
野
町
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
、
活
性
化
を
画
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
（
財
）
神
戸
国
際
観

光
協
会
観
光
課
琶
３
０
３
１
１

０
１
０
ま
で
。

☆
究
極
の
異
人
館
は

熊
が
お
出
迎
え
し
ま
す

ア
メ
リ
カ
ン
ハ
ウ
ス
、
ジ
ュ

ノ
ー
館
等
５
つ
の
異
人
館
を
演

出
し
て
い
る
打
問
奈
津
子
さ
ん

が
６
つ
目
の
異
人
館
「
ハ
ニ
ー

岳
部
の
Ｏ
Ｂ
記
念
会
が
、
ｎ
月

３
日
王
子
公
園
山
岳
研
修
所
に

於
て
開
か
れ
た
。

「
年
に
一
度
は
集
い
、
山
登
り

を
し
た
い
」
と
の
言
葉
を
始
め

と
し
、
帥
代
印
代
に
な
っ
て
も

元
気
一
杯
の
先
輩
方
の
ヌ
ン

峰
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
台
湾
日
峰
な

ど
の
登
山
報
告
に
続
き
、
ク
ラ

ブ
費
が
少
な
い
と
嘆
く
在
校
生

へ
の
天
幕
、
ザ
ッ
ク
寄
贈
な
ど
。

川
崎
泰
男
会
長
（
兵
庫
県
山

岳
連
盟
副
会
長
）
を
始
め
、
Ｏ

Ｂ
、
在
校
生
徒
、
約
卵
名
が
集

ベ
ア
ー
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
を

ｎ
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

特
注
の
印
体
の
熊
達
が
館
中

に
棲
ん
で
い
る
楽
し
さ
一
杯
の 打間奈津子さん（左）と熊たち

こ
の
異
人
館
は
総
工
費
加
億
を

か
け
て
作
ら
れ
た
。
「
大
人
向

け
の
異
人
館
が
多
い
の
で
、
子

供
の
楽
し
め
る
夢
一
杯
の
異
人

館
を
作
り
た
か
っ
た
」
と
打
問

さ
ん
の
語
る
通
り
、
足
を
踏
み

入
れ
た
途
端
、
大
人
さ
え
も
子

供
気
分
に
な
れ
る
。

熊
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
〃
テ
デ

イ
ベ
ア
″
で
有
名
な
テ
ッ
ド
・

メ
ン
ト
ン
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

よ
る
も
の
。
夢
の
世
界
へ
是
非

お
運
び
を
。

☆
兵
庫
津
の
復
興
へ
怪
気
炎

本
誌
ｎ
月
号
で
も
紹
介
し
た

兵
庫
津
。
復
権
振
興
協
議
会

（
高
田
静
夫
会
長
、
会
員
川
名
）

Ｌ

峰
そ
の
後
も
積
極
的
な
活
動

を
繰
り
広
げ
、
ｎ
月
晦
日
ｌ
加

日
ま
で
三
宮
そ
ご
う
で
兵
庫
津

文
化
展
を
開
催
す
る
。

正
式
な
事
務
所
を
持
た
な
い

同
会
の
拠
点
は
、
Ｊ
Ｒ
兵
庫
駅

北
側
の
市
民
セ
ン
タ
ー
地
下
に

あ
る
串
か
っ
屋
「
ゆ
う
」
（
否
５

７
５
１
５
１
２
８
）

「
日
・
祭
日
以
外
は
毎
日
６
時 今宵も「ゆう」で( 右) 高田会長

４
０
０
０
円
）

緑
の
息
吹

大
地
の
風

滝
沢
遼
平

153 聯
図
書

ガ
イ
ド

大
正
中
期
に
写
真
を
始
め
て
写
其
の

審
査
員
や
、
ポ
ス
タ
ｉ
、
Ｃ
Ｍ
映
画
の

作
成
に
あ
た
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う

滝
沢
氏
の
、
そ
の
災
大
成
と
も
言
え
る

写
真
菜
。
色
鮮
や
か
な
静
物
か
ら
地
方

の
生
活
を
扱
っ
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
ま
で

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
が
、
タ
イ

ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
自

然
そ
の
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
ば
か

り
で
あ
る
。

（
ピ
レ
ッ
ジ
プ
レ
ス
刊
５
０
０
０
円
）

､二一…ー

糞；
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／
京
阪
神
が
一
体
に
な
っ
て
そ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
す
る
た
め
に
作
り
手
と
生
活

一
幕
を
閉
じ
た
。
こ
の
フ
ァ
ッ
の
生
産
高
を
誇
る
食
産
業
が
ル
メ
シ
テ
イ
神
戸
に
乾
杯
。

一
シ
ョ
ン
行
事
は
関
西
に
大
き
育
っ
て
い
る
。
八
Ｙ
Ｖ
－

に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
活
気
を
与
同
展
は
上
島
卯
誹
の
後
援
で
に
し
た
い
」
と
語
る
中
嶋
さ

え
た
い
と
す
る
古
い
卒
業
生
か
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
ん
。
今
か
ら
そ
の
開
催
が
待
た

ら
の
提
案
が
あ
り
、
今
回
の
募
ブ
ラ
ジ
ル
で
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
仕
れ
て
い
る
。

プ
ラ
並
木
を
廷
え
ら
せ
る
と
共

使
わ
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ

校
歌
の
歌
詞
や
同
窓
会
章
に
も

い
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
苦
労
金
呼
び
か
け
と
な
っ
た
も
の
。
入
れ
て
い
た
上
島
忠
雄
会
長

と
喜
び
を
共
に
し
た
仲
間
同
士
来
春
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
に
が
、
中
嶋
さ
ん
の
作
品
に
感
動

い
つ
ま
で
も
話
は
尽
き
な
か
つ
若
木
を
約
Ⅷ
本
植
え
、
加
年
後
を
受
け
た
こ
と
か
ら
実
現
、
今

た
。
の
成
長
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
回
で
第
３
回
目
を
数
え
る
。

★
ポ
プ
ラ
並
木
の
復
活
を
☆
若
林
和
男
さ
ん
に
次
い
で
中
嶋
さ
ん
は
陶
器
の
上
絵
技

本
年
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
中
嶋
岩
雄
さ
ん
の
個
展
開
催
術
師
と
し
て
邪
年
に
渡
伯
後
、

た
関
西
学
院
で
は
、
同
窓
会
が
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
画
家
・
中
南
米
の
風
景
に
惚
れ
込
み
画
家

ポ
プ
ラ
植
樹
募
金
を
Ｏ
Ｂ
、
関
嶋
岩
雄
さ
ん
の
油
絵
個
展
が
、
に
転
進
し
、
勉
年
前
に
帰
化
も

係
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
ｎ
月
９
日
か
ら
以
日
ま
で
大
丸
し
て
い
る
。

し
、
現
在
で
は
十
数
本
し
か
残

る
が
、
近
年
学
内
で
は
急
減

っ
て
い
な
い
状
態
。
そ
こ
で
ポ

関
学
に
と
っ
て
、
ポ
プ
ラ
は
神
戸
店
で
開
か
れ
た
。

行
わ
れ
た
、
Ｗ
・
Ｆ
・
Ｆ
（
ワ
位
置
づ
け
て
き
た
。

グ
ル
メ
シ
テ
ィ
神
戸
に
乾
杯
雄
化
趣
信
睡
鐸
窪
諦
唾
恥
訓
喧
棺
註
恥
州
詫
娼
嘩
嘩
畔
紬

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
も
通
用
す
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
養
成
や
食
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

ｌ
ル
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
神
戸
の
食
文
化
は
実
際
に
の
新
た
な
食
文
化
を
創
造
し

花 時
三Je、

計ル
な
余
韻
を
残
し
て
、
そ
の
し
か
も
日
本
で
も
第
二
位
定
着
な
ど
を
目
指
す
」
。
グ

フ
ェ
ア
）
は
華
や
か
な
、
そ
充
実
し
て
い
る
、
国
際
的
に
情
報
を
発
進
、
ま
た
人
材
の

者
と
が
切
瑳
琢
磨
し
、
神
戸

故国に錦を飾る

ト

育
て
た
。
Ｗ
・
Ｆ
・
Ｆ
ｉ
ｎ
れ
、
こ
の
〃
グ
ル
メ
シ
ン
ポ

ダ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
標
こ
の
意
義
は
深
い
。
そ
の

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
で
印
象
的
だ
っ
た
ジ
ウ
ム
参
加
者
一
同
″
の
名

な
文
化
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
籾
の
行
事

の
は
、
グ
ル
メ
フ
ェ
ァ
柳
だ
に
お
い
て
「
グ
ル
メ
シ
テ
ィ

い
ろ
い
ろ
な
創
造
性
の
芽
を
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

っ
た
。
神
戸
は
た
え
ず
ト
ー
神
戸
」
が
宣
言
さ
れ
た
。

」
154
１

チ
し
な
が
ら
過
ご
さ
れ
る
予
定

酒
蔵
な
ど
神
戸
風
景
を
ス
ケ
ッ

と
か
。

こ
れ
ら
の
神
戸
の
風
景
を
中
心

で
、
そ
の
間
神
戸
港
、
異
人
館
、

今
回
は
二
カ
月
余
り
の
滞
在

「
第
４
回
目
の
個
展
で
は
、

と

｜
●
弐
○
ｍ
ｍ
で
○
の
『

★
「
籾
ひ
ょ
う
ご
文
化
交
流
の
つ
ど

い
．
》
が
、
醒
月
６
日
午
後
６
時
よ
り
、

一
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
一
階
平
安
の
間

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
財
団
法
人
兵
庫
県

文
化
機
会
（
坂
井
時
忠
会
長
、
山
本
敏

雄
理
蔀
長
）
の
主
催
に
よ
り
、
半
ど
ん

の
会
を
初
あ
と
し
た
兵
庫
県
の
文
化
団

休
見
十
四
団
体
の
文
化
人
が
菜
い
、
さ

ら
な
る
文
化
促
進
発
展
を
計
る
。
会
費

／
１
５
０
０
０
偶

★
籾
神
戸
歌
謡
祭
が
狸
月
鵡
区
（
金
）
午

後
６
時
よ
り
、
神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー

ル
で
聞
縦
さ
れ
る
。
司
会
・
奥
田
博
之

。
上
沼
恵
美
子
。
審
迩
員
／
拍
井
健

一
、
近
江
俊
郎
、
キ
ダ
・
タ
ロ
ー
、
末

広
真
樹
子
、
風
聞
。
チ
ケ
ッ
ト
３
５
０

０
円
。
出
演
は
神
郷
の
経
済
人
が
ず
ら

り
と
趣
好
を
こ
ら
す
。
乞
ご
期
待
〃

★
腹
話
術
の
竹
村
ま
こ
と
さ
ん
が
、
本

年
度
の
兵
庫
県
と
も
し
び
の
賛
を
受
賞

竹
村
裳
こ
と
さ
ん
を
祝
う
楽
し
い
夕

べ
が
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
で
哩
月

４
日
（
月
）
午
後
準
時
よ
り
側
か
れ
ま

す
。
会
費
７
０
０
０
房
。

★
望
月
美
佐
と
イ
ン
ド
へ
の
旅
が
、
平

成
２
年
１
月
配
日
（
日
）
１
２
月
４
風

〈
日
）
迄
３
３
５
，
０
０
０
円
（
全
食

付
）
口
印
親
善
パ
ー
テ
ィ
が
デ
ー
リ
ー

で
開
か
れ
ま
す
。
ご
連
絡
は
貧
叩
（
部
）

７
０
８
４
へ

★
近
畿
日
本
シ
、
‐
リ
ス
ト
株
式
会
社
神

戸
海
外
旅
行
支
店
（
谷
田
為
雄
支
応
長
〕

が
、
神
戸
市
中
央
区
雲
井
通
４
ノ
２
ノ

２
神
戸
い
す
理
リ
ク
ル
ー
ト
ピ
ル
４
Ｆ

に
ｎ
月
”
Ｒ
よ
り
店
舗
を
移
転
。
麓
、

〈
麺
）
３
５
６
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
識
）
３
５
６
４

★
み
の
お
観
光
土
地
株
式
会
椎
（
代
表

取
締
役
・
川
端
鰍
一
氏
）
が
、
ピ
ザ
＆

コ
ー
ヒ
ー
〃
フ
ィ
ズ
ｉ
ム
〃
雄
島
浜
店

を
、
皿
月
劉
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
（
北
区
堂
烏

浜
１
の
１
の
９
蓉
肺
誠
５
５
７
５
）

★
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
鍋
島
直
謂
さ
ん

が
、
月
詣
日
八
卜
八
才
を
持
っ
て
逝
去

さ
れ
、
皿
月
５
日
仏
教
会
館
で
ご
葬
儀

が
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
Ｋ
Ｆ
Ｓ
の
田
中
謙
司
副
会
長
の
父
ｈ

常
三
郎
氏
が
亡
く
な
ら
れ
、
迦
胤
四
口

仏
教
会
館
で
ご
葬
儀
が
。
ご
冥
穂
を
心

よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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に。１８Ｃから1 9 Ｃへと移るヨーロッパの
激動の時代を生き、貴族階級や教会に対

蕊篭譲蕊

鉱、

寒い冬も心はいつも豊かでいたい…
ロゴヤとバルセロナの巨匠たち
1 1月１１日(土)～1 2月2 6日（火）
ギャラリーW h i t e Ｈｏｕｓｅにて開
催中
スペインの最高峰ゴヤの作品が神戸

ゴ
ヤ
「
ボ
ペ
リ
ャ
ー
ノ
ス
の
肖
像
」

撫鍵識

☆上記のチケットを御希望の方はハガキに住所・氏名・T e l を明記の上神戸っ子倶楽部チケット係まで
お送り下さい。

霧

大
人
の
時
間
始
ま
る
…

さ
あ
…

する風刺と攻撃、人間社恥や人間性の愚

総織鵜勢解熱し鱒
の巨匠たち」を無料で御招待。

155

★' ８９ＫＯｂｅｃｃｏｃｌｕｂｎｅｗｓ２９ ☆K o b e c c o c l u b 会員' 情報
愛賎者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

国神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募築して
います。会員の方に' よ！､ 月刊神戸っ亭. ］を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、「神戸っ
子倶楽部ニュースー: を毎月掲載、会員の動きな
ど様々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント（コンサート、美術腿、演
劇など）に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会聾〔入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブ「神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか。
会員の方は¥ 弦h 期限をお蔵めのうえ、継続会
員として年会蛮をお納めください。
口入会申込・お問合せは－
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 ノ１大神ピル９Ｆ
テレホンサービス（2 4 時間）
ｒＥＬ・0 7 8 - 8 0 2 - 3 5 3 1
サービスＮｏ．４８．ＢＯＸＮｏ．0 0 0 1 2

加藤きよ子＆ＭｏｄｅｒｎＤａｎｃｅｏｆＫＯＢＥ

I 愛と死を踊る」霊予言の烏慧喜蛍焔上電
1 2 月1 5 日ＰＭ６：００～1 6 日ＰＭ３：００～於息新神歌オリエンタルホテル

鞠魚
、蕊&鱗

全席自由席湧４，０００に御招待〃
神戸在住の舞踊家今岡頒子の率いる今岡頚

子舞踏団主催「愛と死を踊る_ ; が1 2 月1 5 日1 ６
日の２日間新神戸オリエンタル劇場で公演。
本公演は今年神戸演劇祭としてスタートし
た「新神戸ニューウェープシアター」の参加
作品。演出・振付庄司裕、台本・岡田嘉夫、
衣裳市野木江充子ら豪華スタッフの創り出す

加藤きよ子 華麗な一夜へ御招待します。
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ハ
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
－
Ｖ

るほ2 るた一じゆ鋪戸
「
ゆ
う
ら
ん
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」

い
さ
さ
か
安
っ
ぽ
い
ノ
ボ
リ
が
数
本
、
道
ば
た
に
立
っ
て
い

る
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
南
西
端
の
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
入
り
口
。
辺

り
は
、
広
つ
ば
に
倉
庫
が
建
ち
並
ん
だ
よ
う
な
殺
風
景
で
あ
る
。

そ
の
倉
庫
群
（
実
は
各
社
の
格
納
庫
）
の
向
う
か
ら
、
カ
ラ
フ

ル
な
ヘ
リ
の
機
体
が
舞
い
上
が
り
、
風
に
吹
か
れ
た
よ
う
に
旋
回

し
て
飛
び
立
つ
。

管
理
セ
ン
タ
ー
正
面
の
ボ
ー
ド
に
は
、
こ
の
日
午
前
十
時
の
欄

に
天
候
晴
、
風
向
Ｅ
（
東
）
、
風
力
３
、
気
圧
一
○
二
三
、
視
界

良

た

と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一
二
時
間
近
く
経
っ
て
も
、
さ

し
た
る
変
化
は
な
く
、
ヘ
リ
に
よ
る
遊
覧
飛
行
を
企
画
し
た
阪
急

航
空
営
業
部
の
次
長
、
細
川
武
司
さ
ん
も

「
き
ょ
う
は
、
あ
い
に
く
、
ガ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
景

色
は
、
も
う
一
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
あ
、
烏
に
な
っ
た
気

分
で
・
・
・
」

と
、
快
適
性
を
強
調
す
る
。

も
と
も
と
が
高
所
恐
怖
症
。
高
層
ビ
ル
の
テ
ッ
ペ
ン
か
ら
見
下

ろ
す
と
足
が
す
く
む
の
だ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
飛
行
体
は
好

き
で
、
こ
れ
ま
で
セ
ス
ナ
機
四
回
、
ヘ
リ
は
三
回
乗
っ
て
い
る
。

離
陸
の
際
、
グ
イ
ッ
と
尻
か
ら
強
引
に
持
ち
上
げ
ら
れ
る
た
く
ま

し
さ
が
、
安
心
を
も
た
ら
す
せ
い
だ
ろ
う
か
。

ベ
ン
チ
で
は
、
先
客
が
搭
乗
の
順
番
待
ち
を
し
て
い
た
。
若
い

有
井
基
Ｉ
§
蔦
塗
ミ
ー

_ 一

第
６
回

蝋’
剃

鵜
霧 埴刺

格納庫前に並ぶヘリコプター

亨

遊
覧
へ
リ
コ

Ｉ
■

１
１５６
１
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草 一

平
竪

昇唇･ ﾛ 」

▲

型
父
通
不
便
な
安
い
土
地
に
）
あ
る
と
す
れ
ば
、
数
少
な

い
技
術
者
を
効
率
よ
く
活
用
す
る
に
は
ヘ
リ
で
の
移
動
が

最
も
適
し
て
い
る
。

六
人
乗
り
の
フ
ラ
ン
ス
製
一
機
一
億
数
千
万
円
。
維
持

費
年
間
約
三
千
万
円
な
ら
、
法
人
税
の
節
税
に
よ
っ
て
運

航
費
が
ペ
イ
で
き
る
の
だ
と
か
。
し
か
し
、
そ
ん
な
企
業

ば
か
り
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
わ
れ
ら
一
般
庶
民
の
日
常

で
、
空
を
飛
ぶ
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
夢
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
遊
覧
飛
行
が
、
そ
の
夢
を
さ
そ
う
。
新
時
代

の
予
感
を
、
体
で
つ
か
み
た
い
と
思
う
。
た
と
え
数
分
で

も
、
わ
が
身
を
軽
や
か
に
舞
わ
せ
た
い
と
ね
が
う
。

待
つ
こ
と
三
○
分
。
順
番
が
来
た
。
大
き
な
回
転
翼
が

強
風
を
巻
き
起
こ
す
下
を
く
ぐ
っ
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
山

口
靖
裕
さ
ん
（
三
一
才
）
の
隣
り
に
座
る
。
外
か
ら
ド
ア

が
パ
タ
ン
と
閉
め
ら
れ
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
の
祇
昔
が
、
耳

７
１
５
１
１

上滞空時間2 5 0 0 時間のベテランパイロット、山口靖裕さんの的確かつ、冷静な解説を
受ける。

左離陸を前に鋭い視線で計器をチェックする。

カ
ッ
プ
ル
、
子
ど
も
連
れ
の
夫
婦
、
一
人
で
休
日
を
楽
し
む
男
性

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
使
用
ヘ
リ
は
フ
ラ
ン
ス
製
の
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ャ

ル
Ａ
Ｓ
３
５
０
Ｂ
ｃ
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
含
め
て
六
人
乗
り
だ
か
ら
、

フ
ル
運
転
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
内
緒
で
す
が
、
遊
覧
飛
行
と
い
う
の
は
採
算
を
考
え

な
い
、
い
う
な
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
な
ん
で
す
。
料
金
は
一
分
間
千
一
一

百
円
と
協
定
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
消
費
税
込
み
で
、
お
一
人

三
分
間
三
千
七
百
円
、
子
ど
も
さ
ん
な
ら
二
千
六
百
円
で
す
か
ら

ね
。
機
体
の
維
持
費
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
の
人
件
費
、
燃
料
費
、

一
回
着
陸
ご
と
に
三
千
円
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
定

期
間
に
限
ら
な
い
わ
け
に
行
か
な
い
ん
で
す
」

細
川
さ
ん
は
い
う
。
そ
れ
で
も
引
き
合
わ
な
い
遊
覧
飛
行
を
や

る
の
は
、
ヘ
リ
の
効
用
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
だ
。
航
空
写
真
撮
影
や

マ
ス
・
コ
ミ
の
報
道
取
材
、
薬
剤
散
布
、
宣
伝
飛
行
、
空
中
パ
ト

ロ
ー
ル
、
魚
群
探
索
な
ど
、
用
途
は
広
が
る
一
方
の
〃
空
飛
ぶ
ビ

ジ
ネ
ス
〃
は
、
こ
れ
か
ら
の
花
形
産
業
に
成
長
す
る
だ
ろ
う
。

現
に
、
民
間
企
業
で
使
う
ヘ
リ
は
、
全
国
で
一
千
機
を
超
え

た
。
こ
の
一
年
間
に
導
入
さ
れ
た
ヘ
リ
の
七
○
％
が
ビ
ジ
ネ
ス
用

だ
と
い
う
。
も
し
、
一
○
○
キ
ロ
圏
内
に
、
い
く
つ
か
の
工
場
が

（
そ
れ
も
交
通
不
便
な
安
い
土
地
に
）
あ
る
と
す
れ
ば
、
数
少
な
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鐸蟻霞…
坤画

１
１５８
１

■

△

ヴ

常;涛響
鍵

ヘリコプターの効用をもっとみなさんに知ってもらえれば、と阪急航空の細川さん。

栓
を
し
た
よ
う
に
消
え
る
。

滞
空
二
千
五
百
時
間
の
ベ
テ
ラ
ン
、
山
口
さ
ん
が
、
記
器
の
ボ

か
ん

タ
ン
を
ピ
ッ
ポ
ッ
・
ハ
と
押
し
、
操
縦
梓
を
ち
よ
い
と
押
す
。
水
面

に
漂
っ
て
い
た
ト
ン
ボ
が
垂
直
に
上
が
る
よ
う
に
地
面
を
離
れ
、

機
首
を
西
へ
向
け
る
と
、
右
斜
め
上
方
へ
放
物
線
を
描
い
て
高
度

を
上
げ
る
。

神
戸
港
の
西
端
を
か
す
め
て
市
街
地
の
真
ん
中
に
出
た
。
眼
下

お
う
か
つ

は
黄
褐
色
に
か
す
ん
で
い
る
。

「
東
の
風
が
朝
、
大
阪
方
面
か
ら
ス
モ
ッ
グ
を
運
ん
で
来
る

と
、
い
つ
も
こ
う
な
ん
で
す
。
風
は
今
、
や
っ
と
落
ち
着
い
て
来

ま
し
た
が
、
ス
モ
ッ
グ
は
、
な
か
な
か
晴
れ
ま
せ
ん
ね
え
」

山
口
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
な
ら
高
度
一
千
メ
ー
ト
ル
で
飛
ぶ
と
こ

ろ
を
、
六
百
’
七
百
メ
ー
ト
ル
に
落
と
す
。

ふ
と
思
い
出
し
た
。
神
戸
市
消
防
局
の
窪
田
哲
夫
さ
ん
が
「
ヘ

リ
か
ら
撮
影
す
る
時
、
窓
を
あ
け
と
る
と
、
有
馬
街
道
か
ら
菊
水

山
を
越
え
る
時
な
ん
か
、
車
の
排
気
ガ
ス
の
に
お
い
で
ム
ッ
と
来

る
ん
で
す
。
一
千
メ
ー
ト
ル
の
上
空
に
お
っ
て
も
」
と
言
っ
て
い

た
こ
と
を
。
地
上
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
、
上
空
で
分
か
る
こ

と
も
あ
る
。

あ
っ
、
楠
公
さ
ん
だ
。
さ
て
、
あ
の
グ
ラ
ン
ド
は
…
、
あ
の
ク

ロ
ス
は
三
宮
だ
な
、
新
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
、
王
子
競
技
場

…
、
気
が
つ
く
の
は
、
広
い
空
間
か
、
高
い
建
物
ば
か
り
。
そ
れ

か
ら
見
当
を
つ
け
て
、
あ
れ
は
、
こ
れ
は
、
と
考
え
て
い
る
間
に

眼
下
の
景
色
が
変
わ
る
。
窓
か
ら
の
ぞ
い
た
り
、
左
足
許
の
透
明

な
風
防
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
下
ろ
し
た
り
、
何
と
も
あ
わ
た
だ
し
い

が
、
時
速
二
百
発
。
ア
ッ
と
い
う
間
に
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
上
空
を

通
過
。
あ
と
は
戻
り
道
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
「
神
戸
周
遊
ノ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
旅
行
」
に

よ
る
〃
神
戸
再
発
見
″
は
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
ス
モ

ッ
グ
に
お
お
わ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
お
ど
ろ
き
。
第
二
に
、

い
か
に
ス
モ
ッ
グ
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か
か
っ
て
い
た
に
せ

よ
、
圭
胆
街
地
が
白
と
里
圭
体
で
、
カ
ラ
フ
ル
は
お
ろ
か
、
緑
が
意

外
に
も
少
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
さ
び
し
さ
だ
っ
た
。

Ａ
コ
ー
ス
ー
神
戸
海
上
胤
遊
コ
ー
ス
（
約
三
分
）
大
人
三
千
七

農 懸鱗鍵“蕊驚需…蕊べ鴬、鐸驚醗驚鍵：
水面に漂っていたトンボが垂直にあがるようにＴＡＫＥｏｆｆ
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ラ
ン
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
、
神
戸
総
合
運
動

公
園
、
明
石
大
橋
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
、
国
際
花
と
緑
の

博
覧
会
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
を
、
空
か
ら
ど
う
ぞ
、
と

い
う
企
画
で
所
要
時
間
は
二
十
五
分
か
ら
五
十
五
分
ま
で
。
料
金

も
そ
れ
に
応
じ
て
二
万
八
千
円
か
ら
五
万
九
千
円
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。こ

の
「
お
一
人
様
か
ら
フ
ラ
イ
ト
Ｏ
Ｋ
／
」
が
妙
に
気
に
入
っ

て
、
五
十
五
分
間
の
〃
専
用
フ
ラ
イ
ト
″
を
も
く
ろ
ん
で
い
る

る
く

百
円
。
Ｂ
コ
ー
ス
ｉ
神
戸
港
・
神
戸
市
街
・
六
甲
山
麓
周
遊
コ
ー

ス
（
約
八
分
）
大
人
九
千
八
百
円
、
子
ど
も
六
千
九
百
円
。
わ
れ

わ
れ
が
乗
っ
た
の
は
Ｂ
コ
ー
ス
で
、
わ
ず
か
八
分
間
の
空
中
散
歩

で
大
き
な
こ
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
地
上
で
な
じ
ん
で
き
た
〃
神
戸
″
と
、
空
か
ら
見
る

す
〃
神
戸
″
と
は
、
明
ら
か
に
印
象
が
違
う
。
そ
れ
は
、
オ
レ
ン

ジ
・
イ
エ
ロ
ー
を
主
体
と
す
る
ヘ
リ
の
〃
ト
ン
ボ
の
目
″
で
見
る

か
ら
、
で
は
な
い
。
広
い
グ
ラ
ン
ド
と
、
高
い
建
て
物
だ
け
が
目
に

止
ま
る
都
市
の
風
景
は
、
狭
く
て
低
い
居
住
空
間
と
、
本
当
に
調
和

が
と
れ
て
い
る
の
か
、
問
い
直
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

阪
急
航
空
で
も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
に
翼
が

生
え
た
’
一
人
で
も
乗
れ
る
関
西
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
プ

J帯齢曇零一

蝉
．
灘
職
鞠
鋼
粥
．
芋
噌
圏
が
，
瀞
．
ｖ
銅
・
群

蕊

』全２１

蕊
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て
あ
り
ま
せ
ん
」
と
山
口
さ
ん
に
聞
け
ば
、
自
ら
の
と
ぼ
し
い
体

験
を
通
し
て
も
、
他
人
に
す
す
め
ら
れ
る
。

と
い
っ
て
も
、
遊
覧
飛
行
の
、
三
分
間
、
八
分
間
コ
ー
ス
は
、
年

明
け
ま
で
待
つ
ほ
か
な
い
。
正
月
三
カ
日
と
十
四
、
十
五
日
の
午

前
十
一
時
か
ら
、
乗
客
が
あ
り
次
第
、
飛
び
立
つ
と
い
う
。
断
じ
て

Ｐ
Ｒ
で
は
な
い
が
、
予
約
（
電
話
０
７
８
．
３
０
２
．
７
０
７
１
）

す
れ
ば
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
南
公
園
駅
へ
無
料
送
迎
車
が
あ
る
。

以
上
は
〃
体
験
的
お
す
す
め
論
″
で
あ
る
。

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
別
に
し
て
、
神
戸
周
遊
Ｂ
コ
ー
ス
の
八
分
間

は
、
神
戸
を
考
え
る
時
、
無
意
識
に
ト
ン
ボ
の
持
つ
複
眼
を
持
た

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
山
口
さ
ん
は
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
の
自
動
車
を

運
転
す
る
よ
う
な
軽
や
か
さ
で
、
地
上
に
描
か
れ
た
「
３
」
の
数

字
に
ピ
タ
リ
着
地
し
た
。

「
き
ょ
う
は
ス
モ
ッ
グ
で
、
北
へ
入
っ
て
も
い
っ
し
ょ
な
の

で
、
市
街
地
を
大
回
り
し
ま
し
た
。
北
風
が
吹
く
と
摩
耶
山
を
越

せ
な
い
ん
で
す
。
乱
気
流
で
機
体
が
ス
ー
ツ
と
沈
ん
で
、
そ
の
た

め
に
恐
怖
心
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
」

安
全
・
快
適
を
、
う
た
い
文
句
と
す
る
遊
覧
飛
行
だ
。
「
こ
れ

ま
で
何
が
あ
っ
て
も
、
死
亡
に
つ
な
が
る
事
故
は
、
ヘ
リ
に
限
っ
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